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ブブブーーームムム搭搭搭載載載キキキッッットトト
Multi-ProMulti-ProMulti-Pro®®® 1200,1200,1200, 1250,1250,1250, おおおよよよびびび 5700-D5700-D5700-D タタターーーフフフスススプププレレレーーーヤヤヤ、、、200420042004年年年度度度モモモ
デデデルルル以以以降降降用用用
モモモデデデルルル番番番号号号413234132341323———シシシリリリアアアルルル番番番号号号 290000001290000001290000001 以以以上上上

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

警警警告告告

こここのののキキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけにににあああたたたりりり、、、フフフレレレーーームムムののの部部部品品品溶溶溶接接接作作作業業業ががが必必必要要要とととなななりりりままますすす。。。溶溶溶接接接作作作業業業ははは、、、有有有
毒毒毒ガガガススス、、、煙煙煙、、、粉粉粉塵塵塵、、、火火火傷傷傷、、、火火火災災災、、、爆爆爆発発発、、、感感感電電電、、、放放放射射射熱熱熱、、、騒騒騒音音音、、、高高高温温温ススストトトレレレスススなななどどど各各各種種種ののの潜潜潜在在在的的的
危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業でででああありりり、、、不不不適適適切切切ななな作作作業業業ははは事事事故故故のののもももとととでででああありりり、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡事事事故故故ををを引引引きききおおおこここ
すすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

••• 溶溶溶接接接作作作業業業ははは、、、適適適切切切ななな講講講習習習ややや経経経験験験ををを積積積んんんだだだ人人人ががが行行行うううよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

••• 溶溶溶接接接作作作業業業ははは適適適切切切ににに換換換気気気ささされれれたたた場場場所所所ででで行行行いいい、、、まままたたた、、、消消消火火火器器器なななどどどををを手手手近近近ななな場場場所所所ににに必必必ずずず用用用意意意ししし
ててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

••• 溶溶溶接接接ははは火火火災災災ののの危危危険険険のののななないいい場場場所所所ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは、、、防防防火火火機機機能能能のののあああるるる壁壁壁やややカカカーーーテテテンンンののの内内内
側側側、、、コココンンンクククリリリーーートトト製製製なななどどど火火火災災災ののの心心心配配配のののななないいい床床床ののの上上上ででで作作作業業業ををを行行行うううここことととををを意意意味味味しししままますすす。。。火火火ののの元元元とととななな
るるる部部部分分分かかからららははは、、、すすすべべべてててののの可可可燃燃燃物物物ををを遠遠遠ざざざけけけるるるかかか、、、防防防火火火カカカバババーーーなななどどどをををかかかけけけてててくくくだだださささいいい。。。

••• 溶溶溶接接接にににあああたたたっっってててははは、、、難難難燃燃燃性性性ののの作作作業業業服服服ををを着着着用用用すすするるるなななどどど適適適切切切ななな防防防具具具ををを装装装着着着しししてててくくくだだださささいいい。。。皮皮皮製製製ののの
防防防護護護手手手袋袋袋ででで両両両手手手ををを保保保護護護しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、かかかかかかととと部部部分分分ががが十十十分分分ににに保保保護護護ささされれれたたた皮皮皮製製製ののの靴靴靴、、、ででで
きききれれればばば安安安全全全靴靴靴ををを履履履いいいてててくくくだだださささいいい。。。

••• 溶溶溶接接接中中中ははは溶溶溶接接接火火火花花花かかかららら眼眼眼ををを保保保護護護しししてててくくくだだださささいいい。。。溶溶溶接接接中中中ののの眼眼眼ののの保保保護護護のののたたためめめににに、、、必必必ずずず保保保護護護ゴゴゴグググルルル付付付
きききののの溶溶溶接接接ヘヘヘルルルメメメッッットトトややや、、、マママスススクククををを使使使用用用すすするるるここことととががが義義義務務務付付付けけけららられれれててていいいままますすす。。。作作作業業業中中中ははは、、、透透透明明明ゴゴゴグググ
ルルルややや安安安全全全めめめがががねねねををを常常常時時時着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 この文書に記載する作業は、場合により2人かかりで行う必要があります。代わりにホイストを使用
することができます。

注注注 このキットの取り付けに関して更に詳しい情報を知りたい場合には、パーツカタログおよびサー
ビスマニュアルを参照してください。

注注注 既存の散布キット（フォームマーカー・キット、ホースリール・キットなど）の取り付けを、改造
された新しいブームシステムに対して行う場合には、追加部品やアップデート・キットが必要となる場
合があります。詳細については弊社代理店におたずねください。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなくなったもの
は必ず新しいものに貼り替えてください。

114-9576114-9576114-9576

1. 手を挟まれる危険： 蝶番部に手を近づけないこと
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

222 必要なパーツはありません。 – タンク・アセンブリを取り外します。

333 必要なパーツはありません。 – 既存のブームシステムを取り外します。

溶接プレート 2

ボルト（1/2 x 1インチ） 2444
ジャムナット（1/2 インチ） 2

溶接プレートを取り付けます。

ワイヤハーネス 1
555 ケーブルタイ 5

電気ハーネスを取り付けます。

ブームアップライト（右側） 1

ブームアップライト（左側） 1

フレームウェッジ（くさび） 2

ブームフレーム・ボルト 2
666

ロールピン 2

ブームアップライトを取り付けます。

取り付けバー 1

ボルト（5/16 x 3/4 インチ） 3

ロックナット（5/16 インチ） 3

バルブブラケット・サポート 1

バルブブラケット, 上 1

777

ウレタン 1

バルブ・アセンブリを移動します（マルチ
プロ1250 と 5700 にのみ必要）。

中央ブーム･アセンブリ 1

移動走行用ブームクレードル 2

ボルト（3/8 x 1-1/4 インチ） 14

スペーサ 8

ロックナット（3/8 インチ） 14

フランジボルト（1/2 x 1-1/4 インチ） 4

フランジナット (1/2 インチ) 4

左ブームエクステンション 1

右ブームエクステンション 1

延長ブーム送液ホース 2

888

中央ブーム送液ホース 1

ブーム・アセンブリを取り付けます。

999 ホースクランプ 6 ブームホースを接続します。

101010 必要なパーツはありません。 – ブーム蝶番スプリングを点検します。

111111 必要なパーツはありません。 – ブームを水平に調整する。

121212 パーツカタログ 1 組み立てを完了します。
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1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

必要に応じ、サービスマニュアルやパーツカタログ
を利用して、このキットの取り付け準備を以下のよ
うにおこなってください：

メインタンク・アセンブリを取り外せるように、タ
ンク内部を空にします。そして、作業中に薬品に直
接接触することがないように、システム内部を十分
に通水洗浄（3回の通水洗浄が推奨）してください。

注注注意意意

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララ
ベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて
守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた
場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、メメメーーー
カカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実行行行すすするるる。。。

2
タタタンンンククク・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 薬剤タンクと車体の配管との接続を外す。

2. 後から取り付ける時に間違わないように、相
互に印をつけるなどしておく。

3. タンク固定ベルトをタンクサドルに固定して
いる長いボルトを外す。

4. ホイストを利用して、メインタンク・アセン
ブリの吊り上げ準備を行う。

注注注 タンクをフレームから 10 cm 程度吊り上
げ、タンク・アセンブリの配管が全て外され
ているかどうか確認してください。もし薬剤
タンクと車体との配管が残っていたら、すべ
て外してください。

5. タンク・アセンブリを吊り上げてフレームか
ら外し、安全な場所に降ろす。

6. 前後のタンクサドルをフレームに固定してい
るボルトナット類をはずして、サドルを取り
外す。

7. 外した部品は後の取り付けに備えて保管して
おく。

3
既既既存存存のののブブブーーームムムシシシススステテテムムムををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ホイストを使って、既存のブーム・アセンブリの取
り外し準備を行います。以下の手順に従って、アセ
ンブリ全体を取り外してください。

1. バッテリーのマイナスケーブルを外す。

2. ブーム、エクステンション、バルブ・アセン
ブリなどへの電気配線をすべて取り外す。

3. ブーム給液ホースをバルブアセンブリに固定
しているホースクランプを外す。

4. ホースを外し、ホースとバルブアセンブリと
の接続に使用されていたフィッティング類を
すべて保管する。

注注注意意意

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああ
るるるラララベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示
ををを全全全ててて守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着
しししたたた場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい
落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、
メメメーーーカカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実
行行行すすするるる。。。

注注注 ブーム給液ホースの取り外しは慎重におこ
なってください。ホースの中に薬液が残って
いる可能性があります。

5. ブームフレーム・ボルトを3回転以内でゆる
める（図 1）。
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図図図 111

1. ブームフレーム・ボルト

6. プラスチック製またはゴム製の槌を使って、
アップライト（直立部分）を叩いてフレーム
を外側へ出す（図 2）。

重重重要要要 フフフレレレーーームムムボボボルルルトトトははは 111 度度度ににに 333 回回回転転転以以以上上上
ゆゆゆるるるめめめななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ブブブーーームムムフフフレレレーーームムム内内内部部部
ににに入入入っっっててていいいるるるクククサササビビビがががアアアッッップププララライイイトトトかかかららら外外外れれれ
ててて、、、新新新しししいいいアアアッッップププララライイイトトトののの組組組みみみ付付付けけけがががででできききななな
くくくなななるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

7. ブームフレームのアップライトが外れるまで、
ステップ5と6を繰り返し行う。

図図図 222

1. ブームフレームのアップラ
イト（直立部）

3. 槌

2. ブームフレームのスリーブ
部

8. ブームアセンブリを外して脇に置き、新しい
ブームアセンブリを取り付けられるように空
間を確保する。

注注注 外した部品は捨てないでください。古い取り付け
部品のうちのいくつかは、新しいブームの取り付
けに使用します。

4
溶溶溶接接接プププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 溶接プレート

2 ボルト（1/2 x 1インチ）

2 ジャムナット（1/2 インチ）

手手手順順順

注注注 この作業は古いタイプの装置に対して行います。
新しい装置には、溶接ナットがすでに取り付けら
れています。

1. 溶接プレートをフレームの端に合わせ（図
3）、トランスファポンチを使って、プレート
のセンターに印を打つ。

図図図 333

1. フレーム 4. ジャムナット（1/2 インチ）

2. ドリル穴 5. ボルト（1/2 x 1インチ）

3. 溶接プレート

2. プレートをフレームから外し、ボックス型の
フレームチューブ（ポンチで印が打たれた場
所）に、ドリルでパイロット穴を開ける（図
3）。穴の大きさを 13-15 mm に広げる。

3. ドリル穴の上にプレートを固定する；ボルト
（1/2 x 1 インチ）とジャムナット（1/2 イン
チ）を使用する；図 4を参照。

注注注 これにより、溶接作業中にプレートが定位
置に保持され、先ほど開けた穴との位置関係
が正確に保たれます。
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図図図 444

1. ボルト（1/2 x 1インチ） 3. ジャムナット（1/2 インチ）

2. 溶接プレート

4. 新しいプレートをフレームに溶接する；左右
それぞれの側に 1/4 インチ（6 mm）のビーズ
を作る（図 5）。ボルトとジャムナットが冷
えたら、これらを取り外す。

図図図 555

1. 溶接プレート 3. ジャムナット（1/2 インチ）

2. 溶接ビード 4. ボルト（1/2 x 1インチ）

注注注 溶接部がフレームチューブの四角い開口部
に干渉しないようにしてください。もし干渉
すると、ブームアップライト（直立部）が入
らない可能性があります。

5. フレームの反対側についても同じ作業を行う。

5
電電電気気気ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ワイヤハーネス

5 ケーブルタイ

手手手順順順

電電電装装装用用用ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる（（（120012001200 シシシリリリーーーズズズののの
タタターーーフフフスススプププレレレーーーヤヤヤ）））

1. 座席アセンブリとコンソールアセンブリを外
す。詳細についてはサービスマニュアルを参
照のこと。

注注注 コンソール・アセンブリを取り外すとき
に、コントロールパネルと電装ワイヤハーネ
スの接続はそのままにしておいてください。

A. 座席とピンを外す。

B. 座席ベースを機体から外す。

C. シフトブート・アセンブリをフェンダに
固定しているシフトセレクタ・ノブ、ジャ
ムナット、およびねじを取り外す。

D. シフトブート・アセンブリを取り外す。

E. コントロールパネルをコンソールアセン
ブリに固定しているねじ類を外す。

注注注 コントロールパネルから出ている電気
コード類は外さないでください。

F. パネルを、コンソールアセンブリの開口
部に落とすようにしてパネルを外す。

G. コンソール用のボルトナット類を回収し、
コンソールは取り出して外す。

2. 既存のブーム昇降スイッチのコネクタを外す。

3. ボックスコネクタ（それぞれleftleftleftとrightrightrightとい
うラベルが付いているブーム昇降スイッチ）
を、コントロールパネル上の対応するスイッ
チに接続する。

4. エンジンルームから車体後部へ、ワイヤハー
ネスを配設する。

5. 黒い電気コードについているリング端子を
アース用端子ボルト（またはアースブロッ
ク）に接続する。

6. 赤い電気コード（2本）についているリング端
子を、ソレノイドの補助側に接続する。

7. ハーネスの残りは、既存の配線とともにフレー
ムに沿って車体後部へ伸ばす。
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8. ケーブルタイを使って、ワイヤハーネスを運
転席の部分およびフレームに沿って縛り付け
て固定する。

9. 運転席とコンソールの機器を、以下の要領で
取り付ける：

A. コンソール・アセンブリの開口部からコ
ンソールパネルを吊り上げておいて、コ
ンソールを取り付ける。

B. 先ほど取り外した締結具を使用して、コ
ンソールをフレームに固定する。

C. 先ほど取り外した締結具を使用して、コ
ンソールパネルをコンソールに固定する。

D. シフトブート・アセンブリ、ジャムナッ
ト、ノブを元通りに取り付ける。

E. 運転席をフレームに取り付け、これを、
先ほど取り外したピンとコッターで固定
する。

10. 新しいコネクタ（左用と右用というラベルの
ついているもの）を、車体後部に敷設する。

注注注 必要であれば、古いアクチュエータのコネ
クタを探し出して、これらを邪魔にならない
場所に縛り付けてください。

電電電装装装用用用ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる（（（570057005700タタターーーフフフスススプププ
レレレーーーヤヤヤ）））

1. 運転席を吊り上げ、コントロールパネルを固
定している締結具を外す。

注注注 コントロールパネルから出ている電気コー
ド類は外さないでください。

2. ワイヤハーネスをコントロールパネルのハウ
ジングへ引き込む。

3. 既存のブーム昇降スイッチのコネクタを外す。

4. ボックスコネクタ（それぞれleftleftleftとrightrightrightとい
うラベルが付いているブーム昇降スイッチ）
を、コントロールパネル上の対応するスイッ
チに接続する。

5. エンジンルームから車体後部を通して、ワイ
ヤハーネスを配設する。

6. コントロールパネルを取り付けて固定する。

7. 黒い電気コードについているリング端子を
アース用端子ボルト（またはアースブロッ
ク）に接続する。

8. 赤い電気コード（2本）についているリング端
子を、ソレノイドの補助側に接続する。

9. ハーネスの残りは、既存の配線とともにフレー
ムに沿って車体後部へ伸ばす。

10. ケーブルタイを使って、ワイヤハーネスを運
転席の部分およびフレームに沿って縛り付け
て固定する。

11. 新しいコネクタ（左用と右用というラベルの
ついている）を、車体後部に敷設する。

注注注 必要であれば、古いアクチュエータのコネ
クタを探し出して、これらを邪魔にならない
場所に縛り付けてください。

6
ブブブーーームムムアアアッッップププララライイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブームアップライト（右側）

1 ブームアップライト（左側）

2 フレームウェッジ（くさび）

2 ブームフレーム・ボルト

2 ロールピン

手手手順順順
1. フレームボルトを、アップライトに通して、

フレームウェッジに組み付ける（図 6）。

注注注 機体の反対側についても同じ作業を行う。

図図図 666

左ブームアップライト

1. フレームアップライト（直立
部）

3. ブームフレーム・ボルト

2. ウエッジ（くさび） 4. ロールピン（5700ターフスプ
レーヤのみ）

2. マルチプロ 5700 の場合には、外側の穴(アン
グルサポートに近い方の穴）にロールピンを
差し込む（図 6）。

注注注 機体の反対側についても同じ作業を行う。

3. ブームアップライトをフレームに取り付ける。
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A. マルチプロ 1200 シリーズの場合には、フ
レームの端部がフレームのアクスルハウ
ジングのベースから 489 mm となるように
差し込み深さを調整する（図 7）。

B. マルチプロ 5700 の場合には、先ほど挿
入したロールピンに当たるところまで挿
入する。

どの車両の場合でも、各ブーム直立部に、溶
接ナット（1/2 インチ）または溶接で取り付
けたプレートに取り付けたボルトが残るよう
に取り付け、また、それぞれのボルトをジャ
ムナット（1/2 インチ）で固定する。

図図図 777

1. 489 mm 3. リテーナボルト

2. ブームアップライト 4. ジャムナット

4. ブームフレーム・ボルトを締めつける（図
8）。ボルトを91-113 Nm（67-83 ft-lb =
9.3-11.5 kg.m）にトルク締めする。

図図図 888

1. ブームフレーム・ボルト

7
バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリののの移移移動動動（（（マママルルルチチチ
プププロロロ125012501250 ととと 570057005700 にににのののみみみ必必必要要要）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 取り付けバー

3 ボルト（5/16 x 3/4 インチ）

3 ロックナット（5/16 インチ）

1 バルブブラケット・サポート

1 バルブブラケット, 上

1 ウレタン

手手手順順順

注注注意意意

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララ
ベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて
守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた
場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、メメメーーー
カカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実行行行すすするるる。。。

マママルルルチチチプププロロロ 125012501250：：： バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす

1. ブーム給液ホースをバルブアセンブリに固定
しているホースクランプを外す。

2. バルブ・アセンブリからブーム給液ホースを
外す。

注注注 ブーム給液ホースの取り外しは慎重におこ
なってください。ホースの中に薬液が残って
いる可能性があります。

3. バルブ・アセンブリやワイヤハーネスを横部
材に固定しているプラスチックタイがあれば
すべて切断する。

4. バルブ・アセンブリを横部材（2本のアップラ
イト部材の間）に固定しているボルトナット
類があればすべて保管する。

5. バルブ・アセンブリを取り外す。
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マママルルルチチチプププロロロ 570057005700：：： バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす

1. ブーム給液ホースをバルブアセンブリに固定
しているホースクランプを外す。

2. バルブ・アセンブリからブーム給液ホースを
外す。

注注注 ブーム給液ホースの取り外しは慎重におこ
なってください。ホースの中に薬液が残って
いる可能性があります。

3. ブラケットとバルブ・アセンブリを上下の横
部材に固定している締結具を取り外す。

4. ブラケットとバルブ・アセンブリを取り外す。

5. ねじ類はすべて保管しておく。

6. 上下の横部材を古いアップライト（直立部材）
に固定している締結具を外す。横部材を外
し、ボルトナット類はすべて保管すること。
横部材は上下とも再利用する。

7. ブラケットを分解する。

8. ブラケットの下半分から、バルブ・アセンブ
リとT字バルブを外す。

9. 締結具とバルブ・アセンブリは保管する。ブ
ラケットは廃棄する。

マママルルルチチチプププロロロ 125012501250：：： バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付
けけけるるる

1. 先ほど取り外した締結具を利用して、バルブ
アップライト（直立部）に新しい横部材を取
り付ける（図 9）。

図図図 999

1. 横部材 5. ロックナット（既存）

2. バルブ・アセンブリ 6. R クランプ

3. ボルト（既存） 7. ロックナット（5/16 インチ）

4. ボルト（5/16 x 3/4 インチ）

2. バルブ・アセンブリを固定する；ボルト（5/16
x 3/4 インチ）を使用する；図 9を参照。

3. 右ブームアップライトにホースクランプを取
り付ける（図 9）。

4. 車体からのホースを、バルブ・アセンブリに
接続する。

5. メインのワイヤハーネス（先ほどバルブ・ア
センブリから外したもの）を、接続する。

マママルルルチチチプププロロロ 570057005700：：： バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付
けけけるるる

1. 先ほど古いブームアップライトから外した横
部材（下側横部材）を取り付ける；既存の締
結具を使用する（図 10）。

図図図 101010

1. 上側横部材 6. キャリッジボルト（既存）

2. バルブブラケット・サポート 7. ロックナット（既存）

3. 下側横部材 8. ボルト（516 x 3/4 インチ）
（既存）

4. ボルト（既存） 9. ロックナット（5/16 インチ）
（既存）

5. ロックナット（既存）

2. 下側横部材に、新しいバルブブラケットを取
り付ける；既存のキャリッジボルトとその他
の締結具を使用する。

3. 上側横部材を、アップライトとブラケットサ
ポートに取り付ける。

注注注 アップライトに固定する；ボルト（5/16 x
3/4 インチ）2本と、ロックナット（5/16 イン
チ）2個を使用します。ブラケットを上側横部
材に固定する；既存の締結具を使用します。

4. 先ほど取り外したT字バルブを、バルブサポー
ト・ブラケットの裏側に取り付ける；既存の
締結具を使用する。

5. バルブ・アセンブリをバルブブラケット・サ
ポートに固定する；先ほど取り外した締結具
を使用する（図 11）。
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図図図 111111

1. バルブ・アセンブリ 5. ロックナット

2. 上側バルブブラケット 6. R クランプ

3. ウレタン 7. ロックナット

4. ボルト 8. ボルト

6. 上バルブブラケットにウレタンを取り付ける
（図 11）。

7. 上バルブブラケットを、バルブサポート・ブ
ラケットに取り付ける；これでバルブ・アセ
ンブリ部が閉じた状態となる。ブラケットを
固定する；既存の締結具および新しいRクラン
プを使用する。

8. 先ほど外したタグつきのホースを、バルブ・
アセンブリに接続する。

9. メインのワイヤハーネス（先ほどバルブ・ア
センブリから外したもの）を、接続する。

8
ブブブーーームムム・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 中央ブーム･アセンブリ

2 移動走行用ブームクレードル

14 ボルト（3/8 x 1-1/4 インチ）

8 スペーサ

14 ロックナット（3/8 インチ）

4 フランジボルト（1/2 x 1-1/4 インチ）

4 フランジナット (1/2 インチ)

1 左ブームエクステンション

1 右ブームエクステンション

2 延長ブーム送液ホース

1 中央ブーム送液ホース

手手手順順順
1. 中央ブーム・アセンブリに、移動走行用ブー

ムクレードルを取り付ける；ボルト6本（3/8 x
1-1/4 インチ）およびロックナット6個（3/8イ
ンチ）を使用し、図 12のように取り付ける。

1

2

3

4
G023319

図図図 121212

1. 移動走行用ブームクレー
ドル

3. ボルト（3/8 x 1-1/4 インチ）

2. 中央ブーム･アセンブリ 4. ロックナット（3/8 インチ）

2. 図 13を参照して、中央ブームを取り付けるの
に適切な取り付け穴を決める。
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G009746

図図図 131313

図は右側ブームフレームの直立部

1. マルチプロ 1200 シリーズ
用の取り付け穴

2. マルチプロ 5700 用の取り
付け穴

注注注 上側の穴は、地表面からのノズル高さを 51
cm にしたい場合の取り付け穴です。地表面か
らのノズル高さを 46 cm にしたい場合には下
側の穴を利用します。

3. 中央ブーム・アセンブリを取り付ける；フラ
ンジボルト（1/2 x 1-1/4 インチ）4本とフ
ランジナット（1/2 インチ）4個を使用する
（図 14）。

図図図 141414

図はマルチプロ 1200 シリーズの場合

1. ブームアップライト 3. フランジボルト（1/2 x 1-1/4
インチ）

2. センターブーム 4. フランジナット (1/2 インチ)

4. 新しいブームのアクチュエータ用のコネクタ
に電気コードを接続する。

5. システムの電源を入れ、ブーム昇降スイッチを
使ってブーム･アクチュエータを作動させて、
ロッドを延ばす。これにより、左右のブームエ
クステンションを取り付けられるようになる。

6. ヒンジプレートについているボルト4本、ワッ
シャ4枚、ナット4個を取る。

7. ヒンジプレートのところで、中央ブームにエ
クステンションブームを取り付ける；ステッ
プ6で取り外したボルト4本、ワッシャ4枚、
ナット4個を使い、図 15のように取り付ける。

注注注 全部のタレットが後ろを向いているのを
確認してください。

図図図 151515

1. 中央ブーム･アセンブリ 4. ボルト

2. ブームエクステンション 5. ワッシャ

3. ヒンジプレート 6. ナット

8. 中央ブーム･アセンブリの反対側でも、ステッ
プ7の作業を行い反対側のブームエクステン
ションを取り付ける。

注注注 全部のタレットが後ろを向いているのを
確認してください。

9
ブブブーーームムムホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 ホースクランプ

手手手順順順

マママルルルチチチプププロロロ 120012001200

1. 車体前部から伸びている中央ブーム用給液
ホースを探し出し、このホースを、右側ブー
ムアップライト（図 9）に取り付けられてい
るRクランプに通し、そこから下へ伸ばして中
央ブームアセンブリのフレームについている
グロメット（ハトメ）に通す。
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注注注 中央ブームアセンブリのホースバーブに
ホースを接続し、ホースクランプで固定する。

2. 車体前部から伸びている左用と右用のブーム
給液ホースを、それぞれのブームエクステン
ションに取り付ける。

注注注 各ブームエクステンションのホースバーブ
にホースを接続し、ホースクランプで固定す
る。ブームホースをブームフレームに固定す
る；ピボットブラケットの前側についているR
クランプを使用する。ブームを移動走行位置に
たたんだときにホースが折れてしまわないよう
に、各ホースに十分なたるみを持たせること。

マママルルルチチチプププロロロ 125012501250

1. 中央ブーム用給液ホース（付属部品）を、バル
ブアセンブリの中央ホースバーブに接続し、
ホースクランプで固定する。

2. ホースを中央ブームアセンブリのフレームの
穴（グロメットの付いている穴）に通し、中
央ブームアセンブリのホースバーブに接続し
てホースクランプで固定する。

3. 左および右のブーム用給液ホース（付属部
品）を、バルブアセンブリのそれぞれのホー
スバーブに接続する。

注注注 各ホースバーブにホースを接続したら、
ホースクランプで固定する。

4. バルブ・アセンブリから伸びている左用と右
用のブーム給液ホースを、それぞれのブーム
エクステンションに取り付ける。

注注注 各ブームエクステンションのホースバー
ブにホースを接続し、ホースクランプで固定
する。

5. ブームホースをブームフレームに固定する；
ピボットブラケットの前側についているRク
ランプを使用する。

注注注 ブームを移動走行位置にたたんだときに
ホースが折れてしまわないように、各ホース
に十分なたるみを持たせること。

マママルルルチチチプププロロロ 570057005700

1. 中央ブーム用給液ホース（付属部品）を、バル
ブアセンブリの中央ホースバーブに接続し、
ホースクランプで固定する。

2. ホースを中央ブームアセンブリのフレームの
穴（グロメットの付いている穴）に通す。

3. 中央ブームアセンブリのホースバーブに接続
したら、ホースクランプで固定する。

4. 左および右のブーム用給液ホース（付属部
品）を、バルブアセンブリのそれぞれのホー
スバーブに接続する。

注注注 各ホースバーブにホースを接続したら、
ホースクランプで固定する。

5. バルブ・アセンブリから伸びている左用と右
用のブーム給液ホースを、それぞれのブーム
エクステンションに取り付ける。

注注注 各ブームエクステンションのホースバー
ブにホースを接続し、ホースクランプで固定
する。

6. ブームホースをブームフレームに固定する；
ピボットブラケットの前側についているRク
ランプを使用する。

注注注 ブームを移動走行位置にたたんだときに
ホースが折れてしまわないように、各ホース
に十分なたるみを持たせること。

10
ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ををを行行行わわわななないいいまままままま
ででで散散散布布布シシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるるとととブブブーーームムム･･･アアアセセセンンンブブブリリリををを
破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。スススプププリリリンンングググののの長長長さささををを測測測定定定
ししし、、、404040 mmmmmm以以以上上上あああるるる場場場合合合にににはははジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめててて
スススプププリリリンンングググををを縮縮縮めめめてててくくくだだださささいいい。。。

マシンをご使用になる前に、スプリングを正しい圧
縮状態に調整してください。

1. ブームを散布位置に配置し、その位置で支え
る。

2. ブームが開いた状態で、ブーム蝶番の部分で
上部スプリングと下部スプリングの圧縮状態
の長さを測定する(図 16)。

注注注 全部のスプリングが、圧縮された状態で 40
mm になるように調整する。

注注注 長さが40 mm以上あるスプリングは、すべて
ジャムナットを締めて 40 mm に調整する。
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図図図 161616

1. ブーム蝶番のスプリング 3. 40 mm

2. ジャムナット(2個)

3. 左右両方の蝶番の各スプリングについて上記
の手順を行う。

4. ブームを移動走行位置（X字に組んだ状態）と
する； ブームの操作 (ページ 14)を参照。

11
ブブブーーームムムををを水水水平平平ににに調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 運転席にある、始動キーをON位置に回してシ
ステムの電源を入れる。

2. 各ブームを床面に対して平行にする。

3. キーを取り外して運転席から離れる。

4. 蝶番部分でバンパーを調整して、ブームが水平
位置を超えて動かないようにする。バンパー
が水平であることを確認する。

5. ボルトとナットを締めてバンパーを固定する。

注注注 183-223 Nm（135-165 lt-lb = 18.7-22.8
kg.m）にトルク締めしてください。

注注注 しばらくの間は、バンパーが圧迫された状態が
続く可能性があります。バンパーが水平位置より
も下がるようであれば、もう一度この調整を行っ
てください。

12
組組組みみみ立立立てててををを完完完了了了すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 パーツカタログ

手手手順順順

注注注 既存の散布キット（フォームマーカー・キット、
ホースリール・キットなど）を取り付けるを、改造
された新しいブームシステムに対して行う場合に
は、追加部品やアップデート・キットが必要となる
場合があります。

1. 古いブームシステムからノズルを外して、新
しいブームシステムに取り付ける。

2. 散布システムの動作を試運転で確認する。

3. 試運転の方法や新しいノズルの試験方法につ
いてはオペレーターズマニュアルやノズルガ
イドを参照。

4. 古いブームシステムは、汚染された金属に該
当する廃棄物となる。これらものは地域の法
令などにしたがってを処分する。

5. 今回の改造の記録として、以下の文書を保存
する：

• このキットのパーツカタログ

• この作業に使用した取り付け要領書すべて
の、運転操作、保守、故障探究のページ
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運運運転転転操操操作作作
ブブブーーームムムののの操操操作作作
スプレーヤのコントロールパネルにあるブーム昇降
スイッチを使うと、運転席に座ったままで各ブーム
の昇降操作（散布位置と移動走行位置の切り替え）
ができます。この昇降操作は、車両を停止させて
行ってください。

ブーム位置を変更するには：

1. 平らな場所に停止する。

2. ブーム昇降スイッチを使ってブームを下げる。

注注注 各ブームが完全に散布位置に降りるまで
待つ。

3. ブームを上昇させる必要が出てきたら、まず
平らな場所に停車する。

4. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げる。

注注注各ブームが完全に上昇して移動走行用クレー
ドルに収まり、シリンダが完全に縮んでブー
ムがX字型にたたまれるまで待ってください。

重重重要要要 ブブブーーームムムアアアクククチチチュュュエエエーーータタタ･･･シシシリリリンンンダダダののの破破破損損損ををを
防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、移移移動動動走走走行行行ををを開開開始始始すすするるる前前前ににに、、、
各各各アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが完完完全全全ににに引引引ききき込込込まままれれれたたた状状状態態態
ににになななっっっててていいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒンンントトト
このスプレーヤは、ユニークな特長を持つ移動走行
用ブームクレードルを装備しています。移動走行
中、低く垂れた木の枝などの障害物にブームが当た
ると、ブームはクレードルからおしだされて外れま
す。クレードルから外れたブームは、車両後部でほ
ぼ水平状態になって止まります。この状態でブーム
が破損することはありませんが、クレードルから外
れたら、直ちに元に戻してください。

重重重要要要 ブブブーーームムムがががクククレレレーーードドドルルルににに入入入っっってててXXX字字字型型型にににたたたたたたまままれれれ
たたた状状状態態態でででななないいいままままままででで移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううととと、、、ブブブーーームムムががが破破破
損損損すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

ブームを元の移動走行位置（クレードルに入った
状態）に戻すには、ブームを散布モードに展開で
きる十分に広い、周囲に人のいない場所を選んで
ください。

重重重要要要 アアアクククチチチュュュエエエーーータタタををを作作作動動動さささせせせてててブブブーーームムムををを散散散布布布位位位
置置置ににに展展展開開開さささせせせるるるとととすすするるるととと、、、クククレレレーーードドドルルルかかかららら外外外れれれてててXXX
字字字状状状ににになななっっっててていいいなななかかかっっったたたブブブーーームムムががが元元元ににに戻戻戻りりりままますすす。。。こここ
ののの復復復帰帰帰操操操作作作ををを行行行うううととときききにににははは、、、ブブブーーームムムががが完完完全全全ににに降降降下下下
ででできききるるるだだだけけけののの十十十分分分なななスススペペペーーースススがががあああるるるここことととををを確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

ブームスイッチでブームを一旦散布位置まで下げ、
そこから再びブームを上昇させて移動走行位置に
戻してください。アクチュエータのロッドの破損
を防止するため、ブームシリンダが完全に縮んだ
のを確認してください。

保保保守守守

ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—ブーム蝶番のグリス

アップを行う。

重重重要要要 ブブブーーームムムののの蝶蝶蝶番番番ををを水水水洗洗洗いいいしししたたた場場場合合合にににははは、、、蝶蝶蝶番番番アアア
セセセンンンブブブリリリかかかららら水水水ととと異異異物物物ををを完完完全全全ににに除除除去去去ししし、、、新新新しししいいいグググリリリ
スススををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

グググリリリスススののの種種種類類類：：：No.2汎用リチウム系グリス

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッ
ティングをきれいに拭く｡

2. グリスガンでグリスを注入する図 17。

G023315

図図図 171717

右ブーム

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブームピボットについて上記の作業を行う。
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アアアクククチチチュュュエエエーーータタタロロロッッッドドドのののベベベアアアリリリンンングググ
のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれか

早く到達した方）—アクチュエータ
ロッドのベアリングのグリスアッ
プを行う。

グググリリリスススののの種種種類類類：：：No.2汎用リチウム系グリス

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボット･ピンからコッターピンを抜き取る
(図 18)。

G002016
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図図図 181818

1. アクチュエータ 4. コッターピン

2. アクチュエータロッド 5. ピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

3. ブームを持ち上げて、ピンを外す(図 18)。

4. ブームをゆっくりと床まで降下させる。

5. ピンが破損していないか点検し、必要に応じ
て交換する。

6. アクチュエータ･ロッドのベアリング端部を動
かしながらベアリング内部にグリスを注入す
る(図 19)。

注注注 はみ出したグリスはふき取る。

G023316

図図図 191919

右ブーム

7. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュ
エータ･ロッドに整列させる。

8. ブームを支えながら、ブームのピボットとア
クチュエータ･ロッドにピンを通す(図 18)。

9. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先
ほど外したコッターを使ってピンを固定する。

10. 各アクチュエータロッドベアリングについて
上記の作業を行う。

ブブブーーームムム・・・アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと—ブーム･アクチュエー

タの油圧オイルに空気が混入して
いないか点検する。

1. 平らな場所に駐車し、ブームを散布位置に
セットする。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停
止し、キーを抜き取る。

3. ブームが持ち上がる程度に軽く力を掛けなが
らアクチュエータ･ロッドを観察する。

アクチュエータ・ロッドが軸方向に動く（シ
リンダに出入りする）距離が 2.16 - 2.54 mm
を超えている場合には、油圧オイルにエアが
混入している可能性があるので、エア抜きを
行う。アクチュエータからのエア抜きはサー
ビスマニュアルに記載されている手順で行う
か、代理店に依頼する。

4. 反対側のブームも同じ点検を行う。
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ブブブーーームムム・・・アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの手手手動動動操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

危危危険険険

手手手動動動リリリリリリーーーフフフバババルルルブブブををを操操操作作作すすするるるここことととににによよよりりり、、、
ブブブーーームムムががが急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間にににけけけががが
をををさささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 手手手動動動リリリリリリーーーフフフバババルルルブブブはははゆゆゆっっっくくくりりりととと注注注意意意深深深くくく
操操操作作作すすするるるこここととと。。。

••• 周周周囲囲囲ににに人人人ややや障障障害害害物物物がががななないいいこここととと、、、まままたたたブブブーーームムム
ののの作作作動動動半半半径径径内内内ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる
こここととと。。。

注注注意意意

電電電源源源ががが入入入っっったたたままままままででで手手手動動動リリリリリリーーーフフフバババルルルブブブををを操操操
作作作すすするるるととと、、、アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの作作作動動動でででブブブーーームムムががが
急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間にににけけけがががをををさささせせせるるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタににに通通通電電電ささされれれててていいいるるる状状状態態態ののの時時時ははは、、、
手手手動動動リリリリリリーーーフフフバババルルルブブブををを操操操作作作しししななないいいこここととと。。。

ブームを動かさなければいけないのに DC12V が供
給できないといった場合には、手動リリーフバルブ
を使ってアクチュエータ内部の油圧を解放し、ブー
ムを手で動かすことができます。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブははは444回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。444回回回転転転以以以上上上ゆゆゆるるるめめめるるるとととバババルルルブブブががが完完完全全全にににはははずずずれれれててて内内内
部部部ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが漏漏漏れれれてててしししまままうううおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

1. 各アクチュエータについている手動リリーフ
バルブを探し出す（図 20）。

注注注 アクチュエータのボディの片側だけにつ
いている小さいほうのバルブが手動リリーフ
バルブです。

G023317
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図図図 202020

1. 手動リリーフバルブ 2. アクチュエータ

注注注 機体の左右で反対向きになる関係上、左
ブーム･アクチュエータの手動リリーフバルブ
はアクチュエータの前面にあり、右ブーム･
アクチュエータの手動リリーフバルブはアク
チュエータの後面についています。

2. 六角レンチを使って手動リリーフバルブを2-32-32-3
回回回転転転以以以内内内で2ゆるめる。

注注注 バルブが開くにつれてシリンダが動き出
す、あるいは手で動かせるようになります。

3. アクチュエータが元どおりの位置に戻ったら、
手動リリーフバルブを閉める。

注注注 バルブを150-285 Nm（13.2-25.2 in-lb =
0.15-0.29 kg.m）にトルク締めする。

ナナナイイイロロロンンン製製製ピピピボボボッッットトトブブブッッッシシシュュュののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれか早

く到達した方）—ナイロン製ピボッ
トブッシュの点検を行う。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポ
ンプとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. ブームを散布位置にセットし、スタンドに載
せるか紐でつるすかして、ブームを支える。

3. ブームを支えておきながら、ピボットピンを
ブーム・アセンブリに固定しているボルトと
ナットを取り外す(図 21)。
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図図図 212121

1. ピボットピン 4. ナイロン製ブッシュ

2. ボルト 5. ピボットブラケット

3. ナット

4. ピボットピンを取り外す。

5. センターフレームからブーム&ピボットブラ
ケット･アセンブリを取り外すとナイロン製
ブッシュが見える。

6. ナイロンブッシュを取り外し、ピボットブラ
ケットの前面および後面側から見て点検する
(図 21)。

注注注 磨耗したり破損したりしている場合は交換
してください。

7. ナイロン製ブッシュに少量のオイルを塗り、
ピボットブラケットに取り付ける。
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8. センターフレームにブーム&ピボットブラケッ
ト･アセンブリを取り付け、開口部を整列させ
る(図 21)。

9. ピボットピンを取り付け、先ほど取り外した
ボルトとナットで固定する。

各ブームについて上記3から9の作業を行う。
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故故故障障障探探探究究究

散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブームバルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。配線を外し
て接点部の点検清掃をする。

2. ヒューズが飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換す
る。

3. ホースが折れている。 3. ホースを修正または交換する。

4. ブームバイパスバルブの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. ブームバルブの破損。 5. 代理店に連絡する。

ブームから散布しない。

6. 電気系統の故障。 6. 代理店に連絡する。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。ブームバルブ下部のリテーナを取
り、内部のモータとステムを取り出す。部
品を点検し不良品を交換する。

ブームバルブから液洩れする。. 1. Oリングの劣化。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。バルブを取り出してＯリングを交換。

1. ブームバイパスバルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. バルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズルフィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

1. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマルブレーカ（ヒューズブロッ
クにある）が高温で作動した。

1. 温度が下がるまで待つ。ブレーカが何度
も作動する場合には代理店に連絡する。

ブーム･アクチュエータが正しく作動しない。

2. アクチュエータ作動回路に取り付けら
れているサーマルブレーカ（ヒューズブ
ロックにある）が作動した、また故障し
ている。

2. 代理店に連絡する。
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